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原　著

小兒に於けるコンムニン皮膚反應の様相及びその廿日鼠

腦エムルジオンによる皮膚反應との關係に就て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和27年ユ2月4日受付

　　　　　　　　　　　　　　信州大学医学部小児科学教室（主任　高津教授）
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　　　　　　　　　　　　　　　　（Director：Prof．　T．　TakatSu）

Setsuko Momose

Th・，p・cifi・ity・f　th・・1・in　・ea・ti・n・f‘C・mmunin’　was　・t・sterl　iti　infants・y唖9・hildren・

and　school　ehildren．

　「rhe　1’eacti《）ns　of‘communin’ap］pe乳red　to　be　less　manifeSt　in　breast－fe～1　infants　th組in

aでtifici乱11y　　f《う〔l　　one呂．

Iti…e・・f・inf・nti1・dia・rh・a，　b・th　gf　thern　rea・t・d　m・・e　remarl〈ably　than　｝iealthy　infants，

bat　iu　cal　es　of　dystrophy　and　other　severe　disease日this　reaction　was　rather　faiu七．

　The　difference　of　reactivitY　was　llot　significant　by　age，　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　．

，「窒??窒?@seems　to　bG　some　correlation　betsveen　the　1’eaetio1｝，　of　‘CommuUili，　aqd　that　of　the

emulsioM　of　moute　brain．　Theroft）re，　the　skiu　rea3tion　of　‘Colu旧uut〕ゴ　shows　us　to　bc　for

the　mOst　part　noローspeeifie・

　　　　　　　　1．緒　　　言

　1928年（≡｝regory　8hwart，amiL　n　↓ζより発見せられた

Fft謂　V，　：一ワルツーtソ現象については・その反応の本

態，反応惹起の活性因子の問題或いは本現象と他種

反応との関en，或いはその臨脚均意蜘・ついての研究

業績は極めて多い。特に我国に於いては，緒方氏は大

腸菌培養濾液中に存在する本現象活性因子を含む液を

m叱ムニソと命名して，種々研究の発表をしている①

②③。臨休方面の研究及び治療手段としては，毛細通L

智抵抗蹄就いてぽ内蹴蝋i綱の問題拡散因
子との関係，実験結核に対する作用，抗アレルギーの

澗題等を根本として，内科，小児科；外科，耳鼻科等

各方面全般に耳つて種々用いられている。私はこのコ

　ンムニソの皮膚反応を母乳栄養児，人工栄養児に試み

て両者に差異の有無を検討し，更に急性消化不良症，

ヂストVブイー等の場合について夫々の皮膚反応の相
’－

窒?�雷≠ｵてみた。又その年令的差異，疾病の軽重に

よる相違についても検討し，加えて此のコソムニンが

所謂シユワルツマン濾液としての或いは大腸菌培養濾

液どし’tの特異性以外に，その皮麗反応には非特異的

な反応があるのではないかを追求するために，或る園

的の為に作製された廿日鼠脳エムルジオソ稀釈液の皮

膚反応とコソムニソ皮膚反応との相関々係について調

べてみた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n’

　　　　　2．実験材料並びに実験方法

　実験の対照としたのは昭和26年3月より27年．7月迄

の間に信州大学医学部附属病院小児科を訪れた各種疾

思々児及び市立松本乳児院に入院中の乳児である○

　之等の小児に左側前腱皮内にコンムニソ「フジ」

O．1c｛・，同ll拘こ右側には十日鼠脳エムルジオソ稀釈液の

O．：：oを皮内注射し，24時1｝目後此の発赤の大きさを測

定し，長径と短径の平均をもつて表わした。

　　　　　’　3，実　験成　績

　1）乳児に於けるコンムニソ皮膚反応（以下O・R，と

略称す）：第1表に示す如く，乳児を母乳栄養児と人

工栄養児に分けて観察すると，前者の場合は　13．2士

5，35inlnであるのに対し，後者は17・6±4・5で稽々高

い値を示していた。然るにt，急性消化不良症を起した際

には母乳栄養児でも19・8±6．18と皮閥反応は明らか

に強くなるのに対し，人工栄養児ほ殆んど差が無かつ。

た。ヂストロフィーでは両群とも反応甚だ弱く1・8～2

で明らかな有意の差を認めた。



第1表　栄養法及び栄養状態による（）．R．の差異

例数 C．R．平均値

急性消化不良症 7 193士6，18

母　乳

h養児
ヂストロフイー 1 2

以上を除くもの 16 13．2土5．35

急性消化不良症 8 174士5．36

入　工

h養児
ヂストロフイー 5 1．8士1．2

以上を除くもの 19 17．6士4．5

第2表　年令別c・・R・平均値

年 令

乳　児
0～2才

母乳栄養児

人工栄養児

2～　3才

3二4才
4－－6才

6　～10才

10　～15才

例　　数

16

コ、9

17

tio

12

26

7

c・R．平均値

13．2±5．35

17．6土4，5

16、3士4．7

19．2±3．7

18．9：ヒ4．85

17．9二圭：2．68

18．8士5．5

　2）　年齢的差異：第2表に示す如く，各年齢群共，

人工栄養児のO．R．の強さと大体同程度で，差異はみ

られなかつた。唯注目すべきは重症患者の場合で，之

等g例のC・R・は0～9，平均4±22と有意の差をも

つて非常に減弱する事を示していた。

C，R．及びH．E．R．の相関々係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　7－．（265）

　3）C・　R・と十日鼠脳エムルジオン皮膚反応て以下

孔E．R．と略称す）との相関々係：C．R．の特異的な一

面に叉非特異的反応の面ありや否やを見出すために，

嚇に行つたH・ERとの相関々係を幼児67例に
ついて検討してみた（相関図に示す）。相関係数は．

・一 w字nω2ωyの公式縦つて繍・7・・一

゜’62±°・°75を輪此の噸セこt・ }缶，×
〆N－・によつて酬・てみ・・脇以下・徽

率で相関々係ありと云い得る。

　　　　　　　4．考　　　按

　母乳栄養児，人工栄養児｝こ対するe・　B．については

申島氏等④⑤は両者に差異があると報告している。即

ち氏等はGeuesio　Pacheco氏⑥の成績と同様に大腸

菌培養濾液による皮膚反応が母乳栄養児に陰性，人工

栄養児に陽性で，混合栄養児では陽陰半ばするという

成績を発表し，此の皮腐反応の相違は腸内菌叢特に大

腸薗の有無に基くアレルギー性特異反応であると説明’

している。即ち人工栄養児にC・R’が陽性なるはその

腸管内に於ける大腸菌の存在に基くためのアレルギー

によるものであり，比のため大腸菌数の多い乳児下痢

症には特にC・R・が強いことを報告している。私の実

験成績では以上の如き確然とした結果は得られながつ

たが，母乳栄養児では人工栄養児に比して（ハ．B．は弱

い傾向ががみられた。而して年齢的の差異は全くみら’

れなかつた。一方母乳栄養児及び人工栄養児に於ける

急性消化不良症では0・R・は両者の間に差異が見られ

なかつた。例数も勘い故に，此の点更に追求の必要が

あると思われるものX7又一方には此の結果より，此

の場合のC．R．が大腸菌によるアレルギーのみでは説

明田来ない別の因子を含むのではないかと考え得る。

そこで私は全く非特異的な皮膚反応物として廿日鼠脳

エムルジオソの稀釈液を利用し，之とC．R．との相関

々係を調べてみた。相関図に示した如く両者には相関

々係が認められた。しかし之は幼児の場合であり，乳

児，学童では例数が勘く，確然とした相関々係は認め

られず，倫研究の必要はあると思われる。　さて此の．’

瓦西R・とC・R・との相関々係の存在はコソムニソ皮

1敵応に非糊納頗腐反応惹醐・用が踊と思われ

る。此の点に就いては種々の報告があるが，ツベルク

リン反応との関係は鈴木氏等⑦⑧によつて報告され，

概してツベルクリソ反応強いもの程・C・R・も強いとさ

れている。叉比企氏◎等の報告も之を認めている。rlq

島氏等はツベルクリV反応は勿論，銅銀反応及びアル

チユス現象の強弱とも一J〈体平行すると述べている。即

ちコソムニソには非特異的な因子がある故，C．・　R．の

比較的弱い母乳栄養児は，人工栄養児に比してアレル

ギーi素質が弱いと考えてよかろう。併し一且急性消化
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不良症を起すと，C・孔が母乳栄養児も入工栄養児と

同程度に強くなる事実は，急性消化不良症の原因とし

て挙げられている食餌或いは感冒により乳児体質に変

調を来たすことを暗示している。

　重症患児，或いはヂストPtフイーの乳児に於いて

C・　B・が非常に弱いか叉は全く陰性であるのは，アレ

ルギニの減弱した結果即ちアレルギーの状態になつた

為と考えられるp

　　　　　　　5．結　　　論

　乳児，幼児，学童にコンムAン皮膚反応を施行し，

併せて廿日鼠脳；ムルピオン皮腐反応を実施して次の

結果を得た。

　1）母乳栄養児は人工栄養児に比して＝ンムニソ皮

膚反応は弱かつた。

　2）　急性消化不良症の場合は母乳栄養児もコソムニ

ン皮膚反応が増強し，人工栄養児のそれと差が無かつ

た。

　3）ヂストロフイ・一一及び重症疾患々児では明らかに

コソムニソ皮膚反応は弱かつた。

　4）　コソムニソ皮膚反応の強さの年齢的差異はみら

れなかつた。

5）コソムニソ皮膚反応と廿日鼠脳工」、ルジオソ皮

膚反応の間には相関々係かあり，此の事よりコンムm

ソ皮膚反応が非特異的な面を相当にもつことが明らか

となつた。

　（稿を終るに臨み，終始御懇篤な御指導，御校閲を賜

りました恩師高津教授に深甚なる該憶を捧げます。）
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　’　　　　　1．緒　　．言

　最近精神と肉体との関聯について，盛んな諭議が各

方面に行なわれている。我々はこの問題について多大

の関心をもつと共に，色々な方面からS’ヒの問題を検討

しているのであるが，最近一年半に亘つて，体重と精

神症状との関聯1生を検討し稽々興味ある結果を得たの

で報告する。

　　　　2．検査人員及び測定方法

　対象は当信×神経科及び松本市城西病院精神不三｝に入

院した精神病者であつて，特に比較的長期間に亘つて


